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０
日
本
人
は
博
覧
会
好
き

日
本
人
に
ど
博
覧
会

，
好
き
な
国
民
に
た
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
唯
和
四
十
■
■
の
方
同
●
覧
会
や
　
昨

年
の
工
波
●
科
学
万
博
な
ど
、
国
民
の
二
人
に

一
人
が

見
学
に
走
い
た
勘
定
に
な

っ
て
い
る
。

「
博
覧
会
」
と
い
う
日
本
語
を
考
え
出
し
た
の
は
　
現

在
の

一
万
円
礼
の
顔
の
人
、
福
沢
諭
言
で
、
彼
が
誕
応

三
年

（
一
人
人
六
●

）
に
出
版
Ｌ
た

『
西
洋
事
情

』
に

し
た
の
が
最
初
で
あ
る
．
幕
末
、
大
国
に
渡
航
し
た
諭

吉
が
　
■
語
の
∪
Ｘ
目
【
”
】
↓
【
Ｏ
Ｚ

ま
た
は

３
ス
τ
Ｃ
∽
【
弓
【
Ｏ
Ｚ
に
当
た

る
日
本
語
を
考
え
た

の
に

始
す
る
．

何
故
、
Ｌ
覧
会
な
ど
と
い
う
０
か
　
　

，
と
疑
間

に

■
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
が
　
実
は
Ｌ
覧
会
Ｌ
電
Ｌ

が
切

っ

て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
る
．

■
に
、
電
車

の
上
に
表

示
さ
れ
る
系
統
番
号
と
博
覧
会
と
は
、
大
変
に
関
係

が

-
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深
い
か
ら
で
あ
る
。

明
治
の
■

一
新
以
来
、
明
”
政
府
の
志
ざ
し
た
二
本

柱
と
い
え
ば
　
宮
［
独
兵
と
興
業
殖
た
と
で
あ
る
．

明
治
に
な

っ
て
か
』
、
最
初
に
に
覧
会
を
開
い
た
の

が
京
都
で
、
明
治
四
年
十
月
に
、
西
本
願
寺
で
京
都
●

覧
会
社
が
主
化
し
た
の
が
最
初
で
、
こ
れ
は
、
東
京
の

湯
島
聖
堂
円
て
　
明
治
■
年
二
月
か
』
、
東
京
府
と
文

部
省
●
第

一
回
の
博
覧
会
を
開
こ
う
と
着
々
と
準
柿
を

し
て
い
た
つ
に
、
突
茄
と
し
て
出
し
ぬ
き
、
京
都
が
ぬ

け
駈
け
開
催
に
踏
み
切

っ
た
ヽ
の
で
、
当
時
、
都
を
東

京
に
持

っ
て
行

か
れ
ｔ
京
都
が
、
意
地
を
見
せ
た
　
幕

で
■

っ
た
。

そ
の
後
、
勧
業
博
覧
会
と
銘
打

っ
た
も
の
が
下
四
、

そ
の
ほ
か
、
大
規
模
な
博
覧
会
が
　
明
治
　
人
正
　
昭

和
Ｌ

，
々
行
わ
れ
た
。

第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
　
卜
野
　
明
治
　
　
十
■

第
二
回
　
　
　
″
　
　
　
　
■
野
　
明
治
　
十
四
年

第
二
回
　
　
　
″
　
　
　
　
上
野
　
明
治
二
十
一
年

第
四
口
　
　
　
″
　
　
　
　
一，
都
　
明
治
二
―
八
年

・
第
五
回
　
　
　
″
　
　
　
　
大
阪
　
”
治
三
十
六
■

東
京
勧
業
博
覧
会
　
　
　
　
上
野
　
明
治
　
四
千
年

東
京
大
正
博
覧
会
　
　
　
　
上
野
　
大
■
　
　
一二
年

・
Ｔ
和
記
念
東
京
博
覧
会
　
　
上
野
　
大
正
　
■

一
年

・
大
礼
記
念
東
京
諄
覧
会
　
　
上
野
　
昭
和
　
　
一一■

右
に
ち
け
た
ご
く
代
表
的
な
も
の
は
　
何
れ
も
会
期

は
，

、
四
月
か
ら
人
　
九
月
ま
で
と
　
現
在
の
博
覧
会

●
開
催
期
間
と

，

て
い
る
。
■

●
う
ち

・
印

●
つ
い
た

博
覧
会

が
　
語
面
電
車
に
関
係

か
‘
る

の
だ
か
ら
驚

く
．

そ
も
そ
も
、
わ
が
国
に

一
等
最
初
に
略

回
篤
に
か

，

日
見
得
Ｌ
た

の
か
、
第
二
回

の
勧
業
０
覧
会

の
時

て
、

上
野
公
日

て
ア
ト
ラ
ク

シ

ョ
ン
と
し

て
　
■
車
を
運
転

桜
言
台

の
五
百
メ
ー
ト

ル
に
、

二
台

●
肯
車
が
往
復
、

片
道

二
機
　
往
復
ｉ
ら
三
競
だ

っ
た
。

次

い
で
、
第
四
同

の
内
国
勧
業

，
覧
会

●
■

に
　
一

月
　
京
都

が
市
内
か
ら
伏
見
に
、
営
業
路
線
と
し

て
始

め
て
路
両
電
Ｌ
を
運
転
し

て
、
東
一ス
に

一
泡
‘
か
せ
た

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
営
車
は
狭
軌

（
ナ

ロ
ウ
　
ゲ
ー
ジ

略
し

て
心
電
と
呼
ぶ

）
で
、
現
在
、
贅
“
県

●
明
治
村

て
活
躍
し

て
い
る
の
が
　
こ
れ
な
の
で
あ
る
。

第

二
は
第

上
回
　
最
後

の
内
国
勧
業
博
覧
会

の
間
が

れ
た
大
阪

で
、
市
電
が
開
通
し
た

の
も
、

こ
の
年

で
あ

っ
た
。

こ
の
様
に
、
博
覧
会

の
た

め
に
集
ま

っ
た
多

数

の
人

々
を
運
ん
だ
０
、
一巾
内
見
物
を
す
る
人

々
を
あ

て

こ
ん
で
、
銃
面
電
車
を
致
ま
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

●

電
車

の
番
号
は
大
正
絆
覧
会

か
ら
‥

明
治

呼
代
は
、
東
京

の
略

面
電
車

の
行
先
を
表

わ
す

系
統
番
号
は
■
か

っ
た
。
整
末
町

の
電
車
停
留

，
が
出

来

た
の
は
大
正
四
年

二
月
人
口
だ

っ
た
か
ら
　
明
治
峙

ヽ
は
直
接
は
関
係
が
な
い
が
、
電
車
は
　
正
面
上
部

に

今
回
と
同
じ
く
行
先
■
漢
７

で
書

い
た
方
向
板
ｔ
掲
げ

て
い
る
の
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

と

こ
ろ
が
、

大
正

二
年

（

一
九

一
四
年

）
二
月
二
十

日
か
ら
七
月

二
十

一
口
に
百
一る
東
京
大
工
博
覧
会

の
際
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四
月

一
日
か
ら
、
始

め
て
電
車
●
番
号
を

つ
け
た
。

し

か
し
、

こ
れ
は
、
行
先
別

●
個

力
の
番
号

て
は
な
く
、

車
庫
番
号

で
あ

っ
た
が
、

と
に
か
く
何
■
と
い
う
番
号

が
付
け
ら
れ
た
。
ｉ
則
と
Ｌ

て
ヽ
計

●
回
り
て
　
０
審

三
田
、
◇
手
青
山
　

０

番
新
宿
　
０
善

不
可
　
◇

置
大

塚
、
０
蕃

奥
鴨
、
０
書

三
ノ
輪
、
◇

番

口
比
谷
と
い
う

も

の
で
ぁ

っ
た
。

こ
れ
は

，
形

の
金
属
板

●
中
に
、

ま

字

の
部
分
●
”

，
■
と
し
た
も

の
で
、
■
●

●
工

匝
に

で
ヽ
な
＜
、
側
面

（
■
車

の
場
合
に
中
央
、

ボ
ギ
ー
車

の
場
合
は
側
面

の
前
後
に

二
営
所
に
取
り

つ
け
ら
れ

て

い
た
．
金
属
板
に
は
彩
色
■
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
て
　
０
〉

舌
か
ら
黒
、
絃
、
赤
、
水
、
茶
、
れ
す
み
　
登
　
井
色

の
人
色
で
あ

っ
た
．
〓
栞
町
に
関
係

の
ぁ

っ
た
巣
鳴

車

庫
は
第
◇
■
で
、
ね
ザ
■
色
の
Ｉ
を
つ
け
て
い
た
。
数

字
が
切

，
ぬ

，
れ
て
い
た
か
ら
、
●
間
は
車
内
の
電
ｔ

の
光
り
で
、
数
字
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
ｔ
ｉ
け
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
番
号
が
正
面
に
な
い
た
め
に
、

電
車
が
日
の
前
に
ス
な
い
う
●
は
　
■
号
か
識
別
で
き

な
い
と
い
う
欠
点
が
あ

っ
た
。

麿
栞
町
●
電

，
の
方
が
右
の
番
■
・よ
り

一
年
モ
く
出

来
た
か
ら
、
最
初
か
ら
０
書

●
電
●
が
、
巣
鴨
駅

か
ら

三
田
行
と
い
う
の
が
、
自
山
上
が
ら
捩
町
商
店
街
ｔ
ぬ

け
て
■
町
経
由
て
来
て
い
た
。
こ
の
巣
嘔
か
い
の
本

，

経
由
の
三
』
●
は
、
大
二
十
年
に

，
く
た
り
、
駒
込
橋

か
ら
二
田
●
が
直
行
す
る
様
に
な

っ
た
が
、
昭
和
十
八

年
の
戦
時
中
に
、
古
い
線
路
が
被
去
さ
れ
る
ま
で
、
根

町
商
Ｉ
街
に
は
、
電
●
゛
通
』
な
い
敷
●
と
レ
ー
ル
が

残
っ
て
い
た
の
を
眺
め
な
が
ら
　
私
は
蓬
葉
町
ｔ
番
地

か
ら
京
華
中
学
ま
で
適
学
し
た
の
を
想
い
出
す
。

日
山
■
～
不
郷
肴
町
間
が
躍
上
に
な

っ
て
も
、
こ
の

区
間
は
乗
換

の
で
き
る
交
■
点
ユ
い
で
あ

っ
た
。
従

っ

て
定
期
券
●
■
に
は
　
実
線
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
か

っ

た
に
ヽ
か
か
わ
ら
す
来
換
が
出
来
た
．
学
校
を
出
て
か

ら
神
保
町
の
小
学
篤
に
入
社
し
た
私
は
、
本
郷
追
分
町

か
ら
本
郷
着
町
　
白
山
上
経
口
で
神
保
町
ま
で
、
都
電

の
定
期
で
迪
勁
し
て
い
た
。

あ
る
朝
、
本
郷
〓
分
町
か
ら
茉

っ
て
着
町
て
降
り
よ

う
と
し
た
ら
、
車
掌
に
な
の
定
朗
は
イ
ン
チ
キ
た
と
言

っ
て
と
が
ら
ら
れ
た
。
昭
和

一十
七
年

の
こ
と
た

。
た

ろ
う
。
忘
れ
ヽ
し
な
い
、
古
●
野
と
い
う
名
前
の
車
掌

だ

っ
た
．

「
あ
ん
た
は
、
線
も
つ
た
が

っ
て
も
し
な
い
衿
町
と
自

山
上
の
定
期
を
　
自
分
で
線
を
引
い
て
薔
え
た
ん
だ
ろ

‥
‥
？
」

「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
．
駒
込
の
車
庫
た

っ
て

今
ま
で
、
こ
う
や
っ
て
定
朗
ｔ
ｔ

っ
て
く
れ
て
る
ん
一ヽ
」

「
神
保
町
せ
て
た
ら
、
須
山
町
で
乗
り
換
え
て
新
宿
行

か
渋
谷
行
に
来
，
換
え
る
の
が
ほ
ん
と
だ
。
ち

ょ
っ
と

，
庫
ま
で
ス
モ
く
れ
――
」

「
冗
談
じ
ゃ
わ
え
ょ
。
今
ま
で
こ
の
定
期
で
何
て
も
な

く
乗

っ
て
る
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
言
う
の
は
ぁ
ん
た
か

初
め
て
た
．
■
庫
ｔ
て
行

っ
て
も
い
い
け
ど
、
会
社
に

遅
刻
し
た
ら
　
一
体
と
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
。
」

こ
ん
な
“
問
答
の
大
、
一結
局
　
駒
込
車
庫
ま
で
行

っ

て
、
正
否
を
決
め
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
車
庁
に
行

っ

た
ら
、
市
谷
野
車
掌
の
方
が
、

モ
ノ
を
知
ら
ぬ
と
お
こ

ら
れ
て
祟
と
な

っ
た
。
大
正
時
代
か
ら
つ
長
年
の
実
績

て
、
白
山
■
と
本
揮
希
町
間
は
　
栞
ク
換
え
自
由
だ

っ

た
の
を
、
新
米

の
Ｌ
掌

，
知
ら
な
か

っ
た
０
だ

っ
た
。

Ｃ
車
庫
別
の
番
号
か
ら
行
先
ご
と
の
番
号

ヽ

人
正
時
代
の
第

一
人
大
戦
に
　
大
正

二
年
か
ら
七
年

に
か
け
て
戦
わ
れ
た
が
、
戦
争
後
は
、
世
界
を
あ
げ
て

平
和
と
軍
縮
が
叫
ば
れ
た
。
大
正
十

一
■
に
上
野
公
曰

で
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
が
嗣
か
れ
た
．
■
■
町
の
長

老
の
方
力
て
、
こ
の
博
覧
会
に
見
物
に
行
か
れ

，
ご
記

憶
の
ぁ
る
方
も
属
ら
れ
る
と
思
う
。
実
は
　
こ
の
博
覧

会
に
合
わ
せ
て
、
全
国
か
ら
東
京
見
物
に
訪
れ
た
人
々

の
た
め
に
、
行
先
■
に
番
号
を
付
け
　
大
き
ｔ

，
長
の

板
に
、
経
由
停
留

，
名
を
入
れ
た
番
号
板
を
と

，
つ
け

た
。
主
な
橋
怪
由
停
召
場
名
入
り
Ｏ
■
長
●
板
は
、

っ

い
こ
の
間
ま
で
走

っ
て
い
た
部
電
に
も
取
り
付
け
ら
れ

て
い
た
が
、
大
正
十

一
■
春
に
は
、
と
て
つ
も
な
く
て

っ
か
い
横
板
が
と

，
付
け
ら
れ
た
。

１
８
２
　
駒
込
橋
、
今
町
、
蓬
茉
町
、
本
石
町

＾
三
町

Ｆ
Ｔ
曰

）
、
新
常
盤
橋
、
市
爽
町
、
市
‘
所
前
、
馬
場

先
門
、
日
比
谷
‘

１
８
３
　
着
町
、
本
石
町
　
銀
座
、
芝
構
行

１
８
４
　
駒
込
橋
　
着
町
、
電
末
町
、
須
田
町
、
本
●

町
、
市
役
所
前
行

右
の
三
つ
の
番
号
が
　
蓬
栞
町
吉
停
に
や
っ
て
き
て

い
た
が
、
こ
の
二
桁
の
各
号
●
　
東
京
全
体
で
■
下
通



，

も
と

る
と

い
う
複
雑
多

岐
に
百
る
の
で
、
東
」ス
の
人

で
も
面
く
ら

●
´
と

言
わ
れ
、
■
し

て
，

　
イ
行
に
来

た
口
合

の
人

た
に
は
　

ノ

ォ
ー
ク

ス
崎
だ

っ
た
と

い
う
．

コ
年
間
束
人
震
災

が
ぁ

っ
て
、
全
車
両

一
八
●

工
両
中

●
四
七
％
に
当

た
る
八
八
九
両
ｔ
焼
＾
し

■
に
、

こ

の

複
雑

な
番
〓

●
自
然
消
滅
し

て
し
ま

．
た
と

い
う
。

昭
和

四
十
六
年

二
月
十

七
日
を
最
た
と
し

て
、
電
停

甚
栞

町
は
部
電
と
共
に
消
え
た

，
　
そ

の
Ｌ
ら

都
資
は

０
■

つ
王
子
駅
ヽ
八
〓
洲
這

だ

っ
た
．

こ
の
正
面
に
取

り
付
け
』
れ
た
言
号
は
、

こ
れ
ま
た
、
今
上
天
皇

の
御

大
礼
記
念

●
博
覧
会

●
■
卍
■
年

「
月
か
ら
始

め
ら
れ

た
　
正
面
掲
示

つ
番
号

で
　

こ
●
け
　
Ｌ
■

６
年
、

昨

和

“
年
、
昭
和

ｐ
年
　
“
「

２
■
１
、
数
度
に

旦

っ
て

改
正
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

や
ヽ
与
円
「
に
な
る
が
、

ス
回
に
ゆ
す
る
。

■
●
方
々
か
ら
ｔ
万
三
十
円
●
義
援
金

が
寄

せ
ら
れ
慧

し
た
。

・２
月
１０
日
　
町
会
よ
り
門
松
‘

ビ
ラ
を
各
公
員
宅

ヽ
配

布
１１
月

”
国
　
市
年
部

の
企
二
に
よ
り
防
災
座

談
会
を
海

蔵
寺
を

，
借
，
し

て
催
し
ま
し
た
と

こ
ろ
大
勢

の
方

●
ご
参
“

が
あ
り
、
消
防
、
警
察
、
水
道
月
、
東
京

ガ
ス
　

の
係
長

の
方
と
懇
談
し
、
皆

さ
ん
か
ら
熱
心

な
質
問

な
ど
あ
レ
清
意
表
な
催
し
て
し
た
。

■
月
´
口
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
が
６
中

で
開
ｔ
さ

れ
、
役
員
　
婦
人
部
、
青
年
部

が
参
“

１
月

１４
ロ
　
ボ

■
発
生

（
向
丘
二
―
二
三
―
二
●

）
発

見
か
●

く
大
事

に
は
三
０
ま
せ

ん
で
し
た
．
当
町
内

で
の
人
事
は
、

水
い
年

月
に
す
い
て
無

か

っ
た
よ
う

で
す
が
、
ち

ょ

っ
と
し
た
不
注
意

が
大
さ
な
惨
事

を

捐
さ
ま
す
。
火

●
■
に
は
充
分
注
意

し
ま
し

ょ
う
。

・２
月
３
［
　
駒
込
警
察
署
主
催
、
防
犯
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

‐２
月
“
日
ヽ
１２
月
”
口
　
町
会
と
の
共
催
に
よ
０

「
歳

末
夜
警
」
を
実
施

１
月
４
日
　

「
や
さ
い
も
大
会
」
長
元
寺
を
‘
借
り
し

て
催
し
ま
し
た
．
落
ち
華
ｔ
た
い
て
の
悽
か
し
い
焼

き
芋
は
、
都
会
●
中
で
は
た
か
な
か
喘
来
な
い
こ
と
、

参
工
し
た
子
供
さ
ん
達
に
と

っ
て
貴
ｉ
４

，
験
た

っ

た

で

Ｌ

ｉ

う

。

２
月

１５
日

　

「
み
ん
な

て
，

こ
う
会
」
今

回
は
谷
中

の

七
福
神
巡
り
を
企
画
し
ま
し
た
。
７

，

か
ら
大
人

の

方
ま
で
大
勢

の
方
が
元
気

よ
く
歩

か
れ
て
盛
会

で
し

た
．

町
会
員

の
ご
家
庭
て
　
本
●
■
人
式
を
“
迎
え
に
■

ら
れ
た
方
は
、
次
ざ
の
皆
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
に
お
め
て
と
う
●
し
ま
す
。
当
町
会
か
ら
心
ば
か

，

の
御
祝
い
品
を
“
贈
り
し
ま
Ｌ
た
。

浅
野
　
隆
様
　
掟
工
泰
去
様
　
金
子
治
■
様

鈴
木
智
子
様
　
川
鴻
直
子
様
　
本
原
　
茂
様

本
江
仲
之
様
　
笹
島
智
子
様
　
清
水
ｋ
子
様

昭
和

ａ
，

ｕ
月
■
』
昭
和

６２
●

２
月
ま
で

ｍ
月

・６
口
　
市
制
実
施

（
文
京
区

）
推
進
人
公

１１
月
５
日
　
市
制
実
施
２３
区
合
同
推
進
大
会
　
国
技
籠

に
ヽ
い
て
開
■

０
　
・２

月
“

目

十
鳥
墳
火
災
望
呈
載

，
金
　
当
町
会
で
は
８‐
世

・２
月
η
□
　
歳
末
た
す
け
合
い
募
金

一
金

　
一
人

一
、
五
九
二
円

い
つ
も
な
が
ら
町
内
皆
様
●
深
い
ご
厚
情
に
よ
り

，

し
て
、
多
額

の
金
円
を

，
寄
せ
い
た
だ
さ
誠
に
ら

，

ｍ
月

２７
日
　
交
通
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

が
と

，
ご
ざ

い
，

し
た
。



“

)

小
泉

一
雄
様

字
佐
見
亮
様

永
原
あ
ゆ
み
様

小
池
試
二
様
　
今
丼
厚
恵
様

楠
洋
二
郎
様
　
本
城
義
夫
様

長

元

寺

＾
日
連

宗
）

そ
の
音

「
う
な
さ
な
わ
て
」
と
言
ゎ
れ
た
向
丘
一局
伎

前
の
本
郷
通
り
の
迪
分
か
ら
北
に
向

っ
て

で
¨
炒
寺
」

「
勝
ホ
寺
」

「
浄
心
寺
」

「
長
元
寺
」

「
大
林
寺
」

「
十
方
寺
」
と
ｔ
側
は
全
‘
●
寺
で
あ
る
。
こ
の
内

「
万
年
山
膀
林
寺

，一
は
江
戸
時
代
西
の
九
の
小
姓
か
ら
、

将
軍
家
重
　
家
■
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
老
中
に
ま
で

栄
と
し
た
日
沼
意
次
の
言
提
寺

で
あ
る
が
、
今
は
染
丼

墓
地
の
近
く
に

，
転
し
て
了

っ
た
。

コ
高
燿
山
　
長
元
寺
」
は
、
■
伝
に
よ
る
と
、
寛
永
四

年

（
一
六
二
七

）
日
長
■
人
が
駒
込
千
駄
木
町
、
大
田

備
中
守
屋
敷

の
市
側
に
創
立
し
た
口
蓮
宗
●
寺
院
で
あ

る
。
寛
文
二
年

（
一
六
六
二

）
に
現
在
地
に
移
〓
し
た

が
当
時
０
豪
地
は
門
日
四
卜
六
間
、
奥
π
二
十
四
Ｈ
て

千
八
十
坪
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
長
■
人
は
谷
中
の
ロ

道
宗
感
応
寺

（
ヨ
在
は
天
台
宗
て
天
Ｉ
キ
と
い
う

）
の

第
九
世
の
住
職
で
、
有
名
な

「
谷
中
の
五
■
の
お
」
を

建
立
Ｌ
た
人
で
あ
る
。

「
谷
中
の
Ｔ
■
の
塔
」
は
、
戦

り
、
浮
浪
者
の
失
火
て
焼
矢
し
て
了

っ
た
が
、
キ
田
露

伴
●
小
説
に
も
彗
か
れ
、
当
時
は
蓬
秦
町
か
ら
も
く

っ

き
０
と
速
）
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
長
元
寺

は
開
罰
か

ら
七
世
立
ま
で
は
、
小
さ
な
寺
で
あ

っ
た
が
、
人
世
の

日
覚
■
人
の
代
に
加
賀
藩
、
前
日
氏
の
外
護
に
よ

っ
て

寺
観
を

一
新
し
、
そ
の
後
、
代
々
●
住
職
を
京
都
、
西

の
Л
院
の
猶
子
を
迎
え
、
印
証
と
し
て
御
紋
付
法
衣
を

計
さ
れ
、
前
国
家
の
準
菩
捉
所
と
な

っ
た
。

大
工
初
期
に
市
区
改
正
に
よ
り
境
内
墓
地
約
六
百
坪

を
道
路
敷
地
と
Ｌ
て
無
償
収
用
さ
れ
、
そ
の
時
郊
外

べ

の
移
転
も
計
画
さ
れ
た
が
、
現
在
地
に
と
ど
ま

っ
た
。

昭
和
二
十
年
■
月
の
空
襲
で
全
焼
し
、
昭
和
三
十

一年

に
、
欽
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
現
在
の
本
生
が
完
成
し
た
。

ま
た
　
昭
和
二
十
六
年

に
は
、
日
蓮
卜
人
ｔ
百
年
忌
●

記
念
事
業
と
し
て
、
現
在
の
庫
裡
が
落
成
し
た
。

キ
内
に
あ
る
０
う
ら
し
い
墓
と
し
て
は
、
　
コ
）
も
か

ぶ
り
の
四
十
捜
」

の
墓
碑
が
ぁ
り
　
言
い
伝
え
て
は
、

実
物
の
こ
も
か
ぶ
り
を
持
ち
込
ん
で
石
屋
に
刻
ざ
ま
せ

た
ヽ
の
で
、
よ
ほ
ど
の
酒
好
き
●
仏
で
あ

っ
た
か
Ｌ
思

わ
れ
る
。
ま
た
　
江
戸
末
期
り
、
濡
学
者

で
あ
り
、
中

国
の
宗
　
明
叶
人
の
能
普
家
の
言
法
●
伝
え
て
名
の
あ

っ
た
、
小
島
成
斉

（
一
ｔ
九
六
ヽ

一
人
六
二

）
●
Ａ
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
渡
辺
ユ
山
の
円
卜
で
、
三
河
岡
崎
藩

士
　
桜
円
青
圧
の
墓
も
あ
る
。
青
年
ｌｉ
、

大
衣
無
縫
の

人
で
あ
っ
た
ら
し
く
　
或
る
時
、
親
五
●
撼
山
が
家
〓

訪
れ
る
と
、
当
人
の
声

て

「
た
ヽ
今
留
守
」
と
言
う
、

不
思
議
に
思

っ
て
家
に
入
る
と
、
■

っ
裸

で
■

っ
て
い

る
。
着
物
を
洗

っ
て
い
て
他
に
着
る
ヽ
の
が
な
い
か
ら

だ
と
い
う
。

当
町
会

に
お
ｔ
ｔ
い
の
方

で
、

ｎ
月
か
ら
２
月
ま
で

の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方

々
の
ご
氏
名
は
左
記

の
と
よ

り

で
ご
ざ

い
ま
す
。

謹

ん
で
‘
任

や
み
を
中
し
上
げ
、

ご
〓
福
を

，
祈
”

致
し
ま
す
。

証

小
泉
順
子
様
　
布
施
淑
子
様
　
本

ェ
は
る
様

嵩

罰
「

―
―

―

コ

ー

ー

ー

「

―

今
年
は
異
常
と
ヽ
言
え
る
援
冬
　
ヽ
う
こ
の
ま
ま
〓

が
来
る
よ
う
な
口
々
が
筍
き
ま
し
た
が
、

「
暑
さ
寒
さ

も
″
岸
ま
で
」
と
い
し
ま
す
様
に
、
ま
た
、
３
月
中
つ

気
温
は
寒
媛
の
繰
り
返
し
、
気
温
の
急
変
に
は
十
分
ご

留
意
さ
れ
　
ご
白
愛
４

一
に
ヽ
道
ご
し
下
さ
い
。

編
集
委
員

小
林
音
吉
　
■
中

一
馬
　
猪
熊
良
■
　
一高
橋

一
郎

翁
　
松
夫
　
池
円
　
陣

０
次
回
の
発
行
は
六
月
“
予
定
し
て
お
り
ま
す
．

そ

の


